
１．目 的

２．実施内容

３．調査結果

港湾空間を活用したイベントにより、各地で

地域振興や港湾と市民との親和感の醸成などを

目的とした取組が行われている。個々のイベン

トを体系化してその取組を支える制度として

「みなとオアシス」認定制度が制定され、道内の

港湾でも稚内港を第１号に、網走港、江差港、

苫小牧港、香深港、室蘭港、函館港、紋別港、

鴛泊港など全９港が指定されている。

本研究では、港湾空間を活用した賑わいの創

出による地域活性化を目的に、みなとオアシス

等のイベント取組事例を分析し、イベントによ

る地域振興効果の検証を行うものである。また、

この成果は、「北海道みなとオアシス活性化協議

会」などで活用し、道内各地のみなとオアシス

取組主体に情報提供等の支援をしていくもので

ある。

平成27年度は、共同研究者の室蘭工業大学地

域共同研究開発センターの古屋准教授の同行の

元、みなとオアシス「りしりとう・おしどまり」、

みなとオアシス「れぶん」で活動する代表者を

対象に、設立までの経緯と活動資金、今後の課

題についてヒアリングを行った。また、平成26

年度に当自主研究で立ち上げた北海道みなとオ

アシスの各地域で活勤する代表者を構成メン

バーとした勉強会を開催し、ヒアリング結果の

報告を踏まえ意見交換を実施した。

⑴ みなとオアシス「りしりとう・おしどまり」

ヒアリング結果

① 設立までの経緯と活動資金について

○利尻町のまちづくり総合計画のなかで、港

湾とまちづくりの関係・位置づけを明確に

した。(平成20年)

○「鴛泊港長期構想検討調査」でフェリーター

ミナルの整備やみなとオアシス登録につい

て検討した。(平成22年)

○各組織の若い人、動ける人をメンバーにし

て「鴛泊港活性化協議会」をつくった。港

湾に関連する協議会は利尻富士町では初め

てで、実際の活動は役場が主体的に動いた。

○必要経費(活動資金)は、町の補助金

300,000円/年のほか、平成26年から３年

分のまちづくり活動助成金(300,000円/３

年)、みなとの文化振興機構助成金などを活

用した。平成27年度は、地域活性化セン

ターの助成金40万円に応募し獲得した。

○みなとオアシスエリアでの主な活動は、例

http://www.wk.hkd.mlit.go.jp/port/portoasis/
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年みなとビアガーデンを開催している。平

成27年度に出演依頼したサハリンアンサ

ンブルの人気が高かった。また、会場内で

は漁協青年部が用意したウニ400個のウニ

とり体験が実施された。

② 今後の課題について

○平成28年度の助成金情報を調査中

○みなとビアガーデンは観光客の参加も多く

継続して行きたい

○他のオアシスでやっているイベントへの参

加を模索

○Sea級グルメ開発にチャレンジ

○漁協女性部がビアガーデンに食事ができる

店を出店希望

など、前向きな取組課題を見せる地域である。

⑵ みなとオアシス「れぶん」ヒアリング結果

③ みなとオアシスのイベントについて

○西海岸クルーズ事業(主催：礼文地域再生

プロジェクト協議会)

・平成22年から実証実験を開始。平成27年

は悪天候による欠航が多かった(香深港か

ら西海岸に周る海域が荒れる)

・平成22年は町内企業から20tの船を借

り、平成23年に「こまどり丸」を中古で購

入した

・乗船料3,000円/人→4,000円→5,000円→

3,000円に戻した。

・町からの助成金あり(300～400万円/年)

○水産まつり(主催：礼文町産地協議会)

・200人程度の集客。浮き桟橋背後の駐車場

で実施

○海峡まつりと花火大会(30年近く続いてい

る)(主催：ふるさと祭り実行委員会)

・役場庁舎の西側で開催

○大型客船の寄航では300人/隻の客が乗船

している

○フェリーターミナルでの観光PR

○礼文「雪あかり」フェスタ(主催：礼文「雪

あかり」フェスタ実行委員会)浮き桟橋背後

の駐車場で実施

④ 今後の課題について

○西海岸クルーズ事業(主催：礼文地域再生

プロジェクト協議会)

・６～８月の荒天・霧(波高１m未満で霧無

しが運行条件)のため最少催行人数に届か

ない、料金の値上げ等が影響して利用客が

減少

・船の維持管理費が高い、運航は建設会社に

委託(船長、受付、乗員の３名)

・西海岸クルーズを続けるため、就航率が上

がるように工夫が必要

○海峡まつりと花火大会(主催：ふるさと祭

り実行委員会)

・みなとオアシスエリアの交流促進施設で行

いたいが、商店の反対もあり役場庁舎の西

側で開催している。

○秋のイベントは、船泊港で行っているが、

香深港でもできればと思っている

など、みなとオアシスエリア内で開催される

メニューが多い一方、集客が天候に左右され

ることや料金体系の設定に苦慮していること

が窺える。
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４．調査研究成果のまとめ

平成24年度～平成27年度にかけて調査した

成果は次の通りである。

みなとオアシスの登録や活用については、港

湾とまちづくりの関係を明確化し、その活用方

法を具体化することで、関係者の役割や連携体

制、資金調達の方法なども具体的に検討するこ

とができることが分かった。これは利尻富士町

のように登録前に計画をつくれると、協議会メ

ンバーの選定の面などでも配慮が可能となるこ

とが窺える。

新潟や稚内の例など、先に登録されたみなと

オアシスの事例からは、地域内でのイベント実

施や広報は、オアシスだけでなく多様な関係先

と連携すると、人づくりや資金調達などが効率

的効果的に実施できる可能性があることが分

かった。ただし、関係先と連携にはコーディネー

ト役がいなければ難しいといった課題もある。

活動資金の調達にあたっては、補助金の活用、

民間企業との連携、シーニックやマリンビジョ

ンとの連携などを積極的に活用することで資金

集めの範囲が広がる可能性があることが分かっ

た。

北海道では「新たな北海道総合開発計画中間

報告」の中で「食」「観光」を戦略的産業として

いく方向性が示されている。この方向性に基づ

いて北海道の特徴を生かしたみなとオアシスの

活性化を図るためには、食や観光産業の振興、

NPO法人などへ委託、補助金などに関する情

報の共有と獲得支援、支援組織の指定、みなと

オアシスの一般市民や観光客の認知度UPなど

を官民連携して進めて行くことが必要であると

考えられる。
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